
紅葉狩りで寄りたい、おでかけカフェ特集

泉ヶ岳の自然に抱かれ佇むこちらのカフェは、北欧のアンティーク家具
が配された店内が特徴。気温や湿度を見ながら焙煎するこだわりのコ
ーヒーを求め、山の麓に足を運ぶファンが多い。

1仙台市泉区福岡字岳山7－101　2022－341－3751
311：00～18：00（ラストオーダー17：30）
4水曜、第1・3火曜（祝日の場合は営業）

●自家焙煎 岳
がくざんこーひー
山珈琲

北欧空間で味わう特別な一杯

蔵王町で50年以上続く養鶏場がオープンしたカフェと直売所。オム
ライスからたまごかけご飯まで、新鮮な朝採れたまごを使った料理が
自慢で、蔵王の山 と々田園風景が広がる店内の大パノラマも見どころ。

1刈田郡蔵王町宮字持長地104－3　20224－26－8565
310：00～17：00（カフェ営業は11：00～）
4水曜

●f
フ ァ ー マ ー ズ カ フ ェ
armer’s cafe c

コ ロ ッ ト
orrot.

蔵王の風景と共に楽しむ絶品たまご料理

ウィリアム・モリスの壁紙など、英国スタイルのインテリアが素敵。岩
出山の森に囲まれたこららのお店では、30種類以上の紅茶をメインに、
手作りの英国の伝統的なケーキやスコーンも楽しめる。

1大崎市岩出山細峰50－100　20229－72－1708
311：30～17：00（ラストオーダー16：20）※要予約
4月・火・水曜、第3木曜※1～2月は冬季休業

●英
えいこくさぼう
国茶房 森

もりす
栖

森に囲まれた英国紅茶の専門店
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なお、11月9日（月）付の河北新報朝刊は休刊日のためお休みさせていただきます。

気になる新店続々オープン！ 気分はラーメン！

北海道産小麦を中心とした自慢の自家製
麺で人気を誇る、『桜木製麺所』の新店が
大和町にオープン。こちらでは本枯鰹節出
汁のスープがメインで、麦が香る全粒粉入
りで喉ごしのいい中細麺との相性が抜群。

1仙台市若林区大和町5－4－25 ライオンズマンション大和1F　2なし
311：00～14：30、17：30～20：00 ※スープがなくなり次第終了　4木曜

桜
さくらぎせいめんじょ
木製麺所大

や ま と ま ち て ん
和町店

国分町の呑み屋が移転して中華屋として
リニューアル。看板メニューは麻婆拉麺
（850円）。豆腐とニラたっぷりの麻婆あん
は痺辛でクセになる味わい。〆に残ったあ
んをご飯にかけて食べるのが最高。

1仙台市若林区河原町1－5－13　2090－6531－9167
311：30～14：30、17：30～23：30（スープがなくなり次第終了）　4月曜

ガリデブチュウ

北海道にある担々麺の名店が仙台に上陸。
中国四川省の山奥の農家から直接仕入れ
た花椒を使用した、痺れる担々麺は一度食
べたらやみつき。辛さのレベルが選べるの
でまずはレベル1から試してみよう。

1仙台市青葉区錦町1－10－10　2022－748－6774
311：00～15：00、17：00～22：30（ラストオーダー22：00）　4日曜

1
ひゃくななじゅうごどでのたんたんめん せんだいてん
75°DENO担 麺々 仙台店

7月に国分町の裏路地にオープンした『時
しらず』は、深夜営業がうれしい飲み屋街
の強い味方。こちら鶏出汁の淡麗スープが
特徴で醤油と塩を用意。丼ぶりを覆うほど
大きなレアチャーシューも絶品だ。

1仙台市青葉区国分町2－5－6 ゴロク弐番館1Ｆ　2なし
321：00～翌5：00　4日曜

麺
めんや ときしらず

屋 時しらず

登米市から泉ヶ岳へと去年9月に移転した
人気店『麺匠 独眼流』。いかに麺をおいし
く提供できるかを追求したラーメンは、上
質な素材をバランスよく使用した出汁も味
わい深く、まさに至高の一杯。

1仙台市泉区福岡字岳山7－212　2なし
310：30～14：00（土・日曜、祝日～15：30）※麺がなくなり次第終了　4火曜

麺
めんしょう どくがんりゅう
匠 独眼流

東京・竹ノ塚の人気行列店『つけ麺 和』の
2号店は今年4月のオープン以来、今も大
盛況。豚骨と魚介系出汁のつけ汁と、小麦
の風味を感じるストレート太麺の相性が抜
群で濃厚ながら食べやすいと評判。

1仙台市青葉区本町1－2－5 第三志ら梅ビル1Ｆ　2022－281－8062
311：00～16：00、17：00～（材料がなくなり次第終了）　4無休

つ
つけめん かず せんだいひろせどおりてん
け麺 和 仙台広瀬通り店
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河北仙販
 暑い夏が長かったせいか、秋がとても短く感じられた2020年。寒暖の差が激しい

年はきれいな紅葉が楽しめるといわれていますから、すでに紅葉狩りを楽しんでいる方
も多い晩秋となっているのでは。

11月号では、郊外の「おでかけカフェ」をご紹介しています。紅葉を楽しみ
ながらおいしいお茶やコーヒーをどうぞ。もう一つの特集は「気分はラーメン！」です。
寒い秋に心も身体も温まっていただければ幸いです。

　外で飲む機会が減り、家庭向けの酒類の需要が高まっている今
日この頃。季節はちょうど秋。頭を垂れる稲穂、ずっしりと重みを増
すブドウ、高々と伸びるホップ畑。いよいよ東北に収穫と酒造りの
季節がやってきました。
　巻頭特集は「造り手と土地が奏でる 東北、酒と人の物語」です。
もともと日本酒の生産量が多い土地柄ですが、近年はワイナリーや
ブルワリーが増え、さらにはウイスキー造りに挑戦する人が現れる
など、新しい酒の文化が育ちつつあります。いま注目の造り手たち
に会うべく、Kappo編集部が現場を訪ねました。
　第２特集は、「地元に暮らす人に聞いた 松島、名所案内」。宮城
県を代表する観光地を有する松島町。マイクロツーリズムが謳わ
れる今、あらためて注目されています。しかし、修学旅行や家族と、
友だちと、一度は訪れたことがある人が
多いはず。今回は地元で暮らしている人
がおすすめしたい、行きつけの店やスポ
ットの中から、さらに編集部がピックア
ップ。今まで見たことのない松島をご紹
介しています。

　　　最新号は、東北の酒の今と、
宮城を代表する観光地・松島案内！

定期購読の申込みは
お近くの河北仙販まで

小

林です！

ちょっとお時間
よろしいですか?

編集長の間借りコラム

【巻頭特集】造り手と土地が奏でる

東北、酒と人の物語
【第2特集】地元に暮らす人に聞いた
松島、名所案内
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